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参考：農林水産省HP【口蹄疫の臨床症状（例）】

泡沫性流涎 舌のびらん 乳頭の水疱

１ 早期発見・通報
・毎日（特に午前中）の健康観察
・特定症状等の異状が見られたら家畜保健所へ速やかに通報を！
☆年末年始は、人員や資材の確保に時間を要します

２ 農場への病原体侵入防止の再徹底
・看板の設置等により、関係者以外の人の立入・不要な物の持ち込みを制限
・車両や人の出入りの厳重管理と記録
・防護柵、防鳥ネットの設置・修繕
・農場や畜舎周辺の消石灰散布など、消毒の徹底

３ 海外からの肉製品の持ち込み禁止
技能実習生等の外国人の従業員を受け入れている農場は、母国を含めた海外から肉製品が郵送

されることのないよう注意喚起をお願いします。

４ 海外渡航の自粛
昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえ、不要不急の渡航を止めるよう呼

びかけられているところではありますが、改めて口蹄疫等の発生地域への渡航の自粛をお願いし
ます。

年末年始、中国では春節（令和６年２月１０日（土）～１７日（土））にかけて
人や物の動きが活発になることから、国内への口蹄疫等ウイルスの侵入リス
クが高くなります。以下の内容を確認し、防疫対策の徹底をお願いします。

★ 農場の従業員、研修生にもお知らせください
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アフリカ豚熱については、近隣の韓国を含むアジアの広い地域に急速に拡
大しており、旅客が違法に持ち込もうとした豚肉製品からもアフリカ豚熱ウイ
ルスまたはその遺伝子が検出された事例もあり、様々なルートから国内に侵
入するリスクがあります。豚熱についても、全国で発生が続いており、野生い
のししにおける豚熱ウイルス陽性確認地域も拡大しています。

これから年末年始、中国では春節（令和６年２月１０日（土）～１７日（土））の
時期を迎え、人の出入国や移動が活発になることが見込まれます。ウイルス
等の侵入防止のため、引き続き警戒をお願いします。

★ 農場の従業員、研修生にもお知らせください

１早期発見・通報
・毎日（特に午前中）の健康観察
・特定症状等の異状が見られたら家畜保健衛生所へ速やかに通報を！
☆年末年始は、人員や資材の確保に時間を要します。

２農場への病原体侵入防止の再徹底
・看板の設置等により、関係者以外の人の立入・不要な物の持ち込みを
制限
・車両や人の出入りの厳重管理と記録
・防護柵、防鳥ネットの設置・修繕
・農場や畜舎周辺の消石灰散布など、消毒の徹底

３海外からの肉製品の持ち込み禁止
技能実習生等の外国人の従業員を受け入れている農場は、母国を含めた海外から肉製品が郵
送されることのないよう注意喚起をお願いします。

４海外渡航の自粛
昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大を踏まえ、不要不急の渡航を止めるよう
呼びかけられているところではありますが、改めてアフリカ豚熱、口蹄疫等の発生地域への渡
航の自粛をお願いします。
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豚熱・アフリカ豚熱・口蹄疫の症状

豚熱・アフリカ豚熱

・４０℃以上の発熱
・元気消失、食欲不振
・天然孔からの出血、血便
・耳翼、四肢、下腹部などの紫斑
・便秘に継ぐ下痢
・結膜炎（目ヤニ）
・パイルアップなど

口蹄疫

・３９℃以上の発熱
・口・蹄などに
水疱・びらんなど

耳翼の紫斑
結膜炎

アフリカ豚熱の症状は、
多岐にわたり、突然死亡
することもあります！！

再度、
ご確認を！

隅に体を寄せ合うパイルアップ

蹄のびらん 鼻の水疱



年末年始等における防疫対策の徹底について

☟農場の従業員、研修生にもお知らせしてください！

下記事項に留意し、防疫対策の徹底を！

①海外渡航の自粛！肉製品等の持ち込み禁止！
高病原性鳥インフルエンザ等の発生地域への渡航は自粛しましょ
う。海外からの肉製品等の持ち込みは禁止されています。外国人
技能実習生等の外国人従業員へ周知してください。
②農場へ部外者をいれない！野生動物の侵入防止！
看板等を設置し、部外者が立ち入らないようにしましょう。
防鳥ネットや畜舎壁等を点検し、破損があれば改善しましょう。
③立入者衣服交換！手指消毒！
衛生管理区域に入る人は専用衣服と長靴を着用し、手指の消毒を
徹底しましょう。衣服等の交換の前後で動線が交差しないように
注意してください。
④消毒薬の適正使用！
踏込消毒槽等は、汚れた場合だけでなく、少なくとも１日に１回
は交換しましょう。適切な濃度の消毒薬を使用しましょう。
⑤毎日の健康観察！早期発見及び早期通報！
異常を認めたら、直ちに当所に通報してください！

（参考） 令和５年12 月20 日
高病原性鳥インフルエンザの発生を踏まえた今後の発生予防対策に関する提言

家きん疾病小委員会・高病原性鳥インフルエンザ疫学調査チーム
URL：https://www.maff.go.jp/j/council/seisaku/eisei/attach/pdf/index-129.pdf
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年末年始、中国では春節（令和６年２月１０日（土）～１７日（土））にかけて人
や物の動きが活発になることから、国内への鳥インフルエンザ等ウイルスの
侵入リスクが高くなります。今シーズンHPAIも４例発生しているため、再度以
下の内容を確認し、防疫対策の徹底をお願いします。
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